
● 世界の主な火山活動 
 

平成 26 年（2014 年）７月に噴火が報告された主な火山（日本を除く）＊は以下のとおり。 

 

ツバノフスキー（Zhupanovsky） ロシア（図中Ａ） 標高 2,958ｍ 

７月の期間を通して、爆発的噴火と火山ガス・水蒸気の放出活動が継続した。KVERT（カムチャッカ

火山噴火対応チーム）によると、７月９日には、火山灰を含んだ噴煙が海抜６km まで上昇したのが確認

された。また、衛星画像により、しばしば噴煙が確認され、その高度は海抜 3.3～8.5km であった。 
 

 
 

 
 

図 平成 26 年（2014 年）７月に噴火した主な火山（日本を除く）＊ 

 

 

＊ 米国スミソニアン自然史博物館のホームページ“Global Volcanism Program | Smithsonian / USGS Weekly Volcanic 

Activity Report”（http://www.volcano.si.edu/reports_weekly.cfm）による。日付は全て現地時間。火山名の

読み方は、原則として気象庁：「火山観測指針（参考編）」による。 
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